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防災
特集

□
遠
方
に
住
む
親
戚
や
知
人
宅
を

連
絡
先
に
決
め
て
お
き
、
緊
急
時

は
そ
こ
へ
連
絡
し
、
安
否
情
報
な

ど
の
集
約
、
確
認
を
行
な
う
。

□
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い

て
確
認
（
災
害
時
に
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
い
と
き
「
１
７
１
」
を

ダ
イ
ヤ
ル
し
て
伝
言
を
録
音
し
、

家
族
な
ど
が
伝
言
を
再
生
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
）

□
災
害
用
伝
言
板
に
つ
い
て
確
認

（
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
会
社
の

「
災
害
用
伝
言
板
」
に
安
否
情
報

を
登
録
し
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
か
ら
確
認
す
る
）

⑥
今
す
ぐ
で
き
る
災
害
へ
の
備

え
、
防
災
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活

用　
家
庭
や

地
域
に
お

い
て
災
害

に
対
す
る

日
頃
か
ら

の
心
構
え

の
意
識
付

け
、
安
全
対
策
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
家
庭
用
の

防
災
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し

ま
し
た
。
「
家
族
防
災
会
議
」
を

行
う
際
も
是
非
、
御
活
用
く
だ
さ

い
。

　
防
災
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
市
役
所
３
階
の

安
全
安
心
課
、
新
里
・
黒
保
根
支

所
市
民
生
活
課
、
各
公
民
館
に
有

り
ま
す
。

情報の種類 発令時の状況 住民に求める行動

避難準備・
高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示（緊急）

避難情報の種類、取るべき行動

避難準備情報

避難勧告

避難指示

避難準備・高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示（緊急）

名称変更前

名称変更後

避難準備情報などの名称変更 ●避難準備情報などの名称変更

　避難に時間の掛かる人などの避難開始段階を明らかにす
るため、内閣府において、平成28年12月26日付けで避難
準備情報などの名称が左表のとおり変更されました。
　今後は、桐生市でも変更後の名称で避難勧告などを発令
しますので、取るべき避難行動について再度、御確認くだ
さい。

●避難情報の種類、取るべき行動の確認

　災害が発生するおそれが高まり、避難が必要となる場合
には、市から避難情報を発表します。
　下表の避難情報の種類と取るべき行動を確認し、適切な
行動を取ってください。
　また、市からの避難情報が発表される前であっても、危
険を感じた場合は、自主的に避難を開始してください。避
難をする際は、慌てず落ち着いて行動してください。

避難準備情報などの名称変更と避難行動の確認

人的被害が発生する可能性が高まって
いる状況です。
避難に時間の掛かる人は避難を始めな
ければならない状況です。

いつでも避難ができるよう準備してください。
身の危険を感じる人は、避難を開始してください。
避難に時間が掛かる人（高齢者、障害のある人、小さ
な子供がいる人など）は避難を開始してください。

人的被害が発生する可能性がさらに高
まっている状況です。
通常の避難ができる人についても避難
を始めなければならない状況です。

すみやかに避難を開始してください。
外が危険な場合は、屋内のより安全な場所に避難して
ください。

人的被害が発生する可能性が非常に高
まっている状況又は実際に人的被害が
発生した状況です。

緊急に避難してください。
外が危険な場合は、屋内のより安全な場所に避難して
ください。
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大
切
な
家
族
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
に
、
年
１
回
「
家
族
防
災
会

議
」
の
日
を
決
め
て
家
族
全
員
が

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
話
し
合
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
際
、
災
害
が
地
震
な
の
か

大
雨
な
の
か
、
発
生
時
間
は
昼
な

の
か
夜
な
の
か
、
そ
の
状
況
を
具

体
的
に
想
定
し
て
考
え
る
と
、
よ

り
深
い
話
し
合
い
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
そ
の
日
は
部
屋
の
電
気

を
消
し
て
懐
中
電
灯
の
み
で
過
ご

し
、
備
蓄
食
料
を
実
際
に
食
べ
て

み
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

①
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分
担

を
決
め
る

・
日
頃
の
防
災
の
役
割
と
、
災
害

が
起
き
た
と
き
の
役
割
を
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

・
高
齢
者
や
子
供
、
病
人
が
い
る

場
合
は
、
誰
が
保
護
を
担
当
す
る

か
な
ど
も
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

□
火
元
を
確
認
す
る
人

□
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
人

□
出
口
を
確
保
す
る
人

□
非
常
用
持
出
品
の
管
理
・
持
ち

出
し
を
す
る
人

②
わ
が
家
の
安
全
確
認

・
家
の
内
外
に
危
険
箇
所
は
な
い

か
確
認
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
修
理

や
補
強
が
必
要
な
場
合
は
早
急
に

対
応
し
ま
し
ょ
う
。

・
安
全
な
避
難
経
路
を
確
保
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

□
家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止
対
策

（
家
具
固
定
）

□
窓
、
食
器
棚
な
ど
の
ガ
ラ
ス
飛

散
防
止
対
策

□
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検

□
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
落
下
物
の
整

理③
非
常
用
持
出
品
や
備
蓄
品
の
チ

ェ
ッ
ク
と
入
れ
替
え
、
補
充

・
家
族
構
成
を
考
え
な
が
ら
必
要

な
品
が
揃
っ
て
い
る
か
確
認
し
合

い
ま
し
ょ
う
。

・
備
蓄
食
料
、
水
は
３
日
分
程
度

を
目
安
と
し
て
、
定
期
的
に
新
し

い
も
の
と
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

□
必
要
な
品
の
確
認

□
食
料
、
飲
料
の
賞
味
期
限
確
認

□
持
ち
出
し
用
に
コ
ン
パ
ク
ト
に

整
理

□
保
管
場
所
の
確
認

④
避
難
場
所
、
避
難
経
路
の
確
認

・
地
域
に
よ
っ
て
は
、
災
害
の
種

類
に
よ
っ
て
避
難
場
所
が
異
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
が
作
成
し

た
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考

に
し
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
危
険

箇
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
事
前
に
避
難
場
所
と
な
る
公
民

館
な
ど
公
共
施
設
の
ほ
か
、
自
宅

か
ら
近
く
で
よ
り
安
全
な
場
所

や
、
地
域
で
定
め
る
避
難
場
所
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
経
路
の
危
険
箇
所
に
つ
い

て
も
話
し
合
い
、
み
ん
な
で
下
見

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
の
際
は
隣
近
所
に
声
を
か

け
早
目
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

□
避
難
場
所
の
確
認

□
避
難
経
路
の
確
認

※
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

⑤
災
害
時
の
集
合
場
所
や
連
絡
方

法
、
安
否
確
認
の
方
法
を
確
認

・
災
害
時
、
家
族
が
離
れ
て
い
る

と
き
や
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
と
き

の
集
合
場
所
や
連
絡
方
法
を
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
安
否
を
確
認
す
る
た
め
の
ル
ー

ル
を
家
族
で
決
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

□
避
難
す
る
と
き
は
、
自
宅
に
避

難
先
の
張
り
紙
を
す
る
な
ど
メ
モ

を
残
す
。

家
族
防
災
会
議
を
開
こ
う

普段からの準備が、
　　　いざというときの力に
　災害は、いつ起こるかわかりません。災害から大切な命を守るために、ハザードマッ
プの確認など普段から準備をしておきましょう。また、防災ラジオやふれあいメー
ルへの登録など、「もしものとき」の情報源を確保しておくことも大切です。
　問い合わせは、安全安心課防災係（☎内線 415）へ。

防災
特集

もしもに備えて
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春
は
空
気
が
乾
燥
し
て
山
火

事
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で

す
。

　
特
に
３
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
は
、
年
間
の
山
火
事
発
生
件

数
の
半
数
以
上
が
集
中
し
て
い

ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
山
火
事
は
、
た

き
火
や
た
ば
こ
な
ど
人
が
原
因

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
小
さ
な
火
種
で
あ
っ
て
も
、

乾
燥
や
強
風
の
影
響
で
周
囲
に

燃
え
広
が
り
、
山
火
事
を
引
き

起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
桐
生
森
林

事
務
所
（
☎
52
７
３
７
３
）

へ
。

　
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
一

つ
と
し
て
、
「
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
」
（
防
災
ラ
ジ
オ
）
を
１
台

１
０
０
０
円
で
お
配
り
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
ラ
ジ
オ
は
、
電
源
が
入
っ

て
い
な
い
状
態
で
も
、
緊
急
情
報

の
信
号
を
受
信
し
て
、
自
動
的
に

最
大
音
量
で
流
し
ま
す
。

　
配
布
場
所
は
、
市
役
所
３
階
の

安
全
安
心
課
、
新
里
・
黒
保
根
支

所
、
境
野
公
民
館
、
広
沢
公
民

館
、
梅
田
公
民
館
、
相
生
公
民

館
、
川
内
公
民
館
、
菱
公
民
館
で

す
。

　
自
宅
で
Ｆ
Ｍ
桐
生
（
77
・
７
メ

ガ
ヘ
ル
ツ
）
を
受
信
で
き
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
、
防
災

ラ
ジ
オ
試
験
機
と
Ｔ
字
型
室
内
ア

ン
テ
ナ
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
防
災
ラ
ジ
オ
は
Ｆ

Ｍ
桐
生
局
の
み
を
受
信
し
ま
す
。

毎
月
１
回
、
第
４
金
曜
日
に
試
験

放
送
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
安
全
安
心
課

防
災
係
（
☎
内
線
４
１
５
）
へ
。

■
Ｆ
Ｍ
桐
生
ユ
ー
ザ
ー
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
（
☎
20
７
５
５
７
）

　
Ｆ
Ｍ
桐
生
の
電
波
や
外
部
ア
ン

テ
ナ
に
つ
い
て
、
ラ
ジ
オ
の
故
障

と
思
わ
れ
る
場
合
な
ど
、
技
術
的

な
問
い
合
わ
せ
に
御
利
用
く
だ
さ

い
。

受
付
時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時
（
土
、
日
、
祝

日
を
除
く
）

■
ラ
ジ
オ
の
故
障
や
充
電
式
電
池

の
寿
命
に
つ
い
て

　
内
蔵
の
充
電
式
単
三
電
池
の
寿

命
は
、
ラ
ジ
オ
を
使
い
始
め
て
か

ら
お
お
む
ね
２
～
３
年
で
す
。
寿

命
の
場
合
は
同
規
格
の
ニ
ッ
ケ
ル

水
素
充
電
式
単
三
電
池
を
購
入
の

う
え
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
が
破

損
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
同
規

格
の
ア
ダ
プ
タ
ー
を
家
電
量
販
店

な
ど
で
購
入
し
、
交
換
し
て
く
だ

さ
い
。
故
障
と
思
わ
れ
る
前
に
電

池
と
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
を
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

緊急告知ＦＭラジオ（防災ラジオ）

桐生ふれあいメール

「もしものとき」の情報源

7 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

山
火
事
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

電源が入っていない状態でも、緊急情報を自動的に受信します

　
「
桐
生
ふ
れ
あ
い
メ
ー
ル
」

は
、
災
害
時
の
貴
重
な
情
報
収
集

手
段
の
一
つ
と
し
て
の
活
用
が
期

待
で
き
、
現
在
、
約
１
万
人
が
登

録
し
て
い
ま
す
。

　
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
あ
れ
ば
登
録
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
、

御
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
料
は
無
料
で
す

が
、
通
信
料
は
利
用
者
負
担
と
な

り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
情
報
政
策
課

情
報
発
信
係
（
☎
内
線
５
０
７
）

へ
。

登
録
方
法
＝
次
の
二
次
元
バ
ー
コ

ー
ド
を
読
み
込
む
か
、https://

service.sugum
ail.com

/
kiryu/

に
ア
ク

セ
ス
し
、
画
面

の
指
示
に
従

い
、
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

配
信
カ
テ
ゴ
リ
ー

・
防
災
・
防
犯
情
報
（
防
災
・
防

犯
・
大
気
汚
染
・
感
染
症
発
生
・

有
害
鳥
獣
出
没
・
高
齢
者
等
緊
急

情
報
な
ど
）

・
火
災
情
報

・
ふ
れ
あ
い
情
報
（
市
民
活
動
・

道
路
河
川
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
医
療
・
観

光
情
報
な
ど
）

気象警報や防災情報をはじめとした市政情報をメールで配信します

防災
特集
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宮城県石巻市建設部
建築課
反町幸太技師

③
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

を
持
っ
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

④
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
18
歳
以
上

の
人

⑤
そ
の
他
、
援
助
を
必
要
と
す
る

人
（
①
か
ら
④
に
準
ず
る
人
で
災

害
時
に
は
特
に
支
援
が
必
要
な

人
）

　
平
成
28
年
３
月
１
日
か
ら
今
年

２
月
28
日
ま
で
に
、
新
た
に
①
か

ら
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
人

に
つ
い
て
は
、
登
録
希
望
確
認
の

書
類
を
３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
。

　
登
録
を
希
望
し
な
い
人
は
、
同

封
の
ハ
ガ
キ
を
返
信
し
て
く
だ
さ

い
。

　
登
録
を
希
望
し
な
い
人
以
外
に

は
、
５
月
以
降
に
各
地
区
の
民
生

委
員
が
訪
問
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
ま
た
、
⑤
に
該
当
す
る
人
で
登

録
を
希
望
す
る
人
は
、
市
役
所
１

階
の
福
祉
課
及
び
新
里
・
黒
保
根

支
所
市
民
生
活
課
で
受
け
付
け
ま

す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
社
会

福
祉
係
（
☎
内
線
２
７
１
）
へ
。

　
市
で
は
、
台
風
や
大
雨
、
地
震

な
ど
の
大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た

と
き
に
、
家
族
の
援
助
が
受
け
ら

れ
な
い
人
や
自
分
で
避
難
す
る
こ

と
が
難
し
い
人
を
、
災
害
時
避
難

行
動
要
支
援
者
と
し
て
事
前
に
登

録
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
地
域

で
援
助
を
受
け
ら
れ
る
体
制
作
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
在
宅
の
人
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

②
介
護
保
険
の
認
定
区
分
が
要
介

護
度
３
・
４
・
５
の
人

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
作
成
の
た
め
の

調
査
を
行
い
ま
す

　
宮
城
県
石
巻
市
は
、
地
震
と
津

波
に
よ
り
沿
岸
地
域
の
公
共
施
設

や
港
湾
施
設
が
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　
被
災
か
ら
６
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
新
た
な
石
巻
市

の
顔
と
な
る
市
立
病
院
が
平
成
28

年
９
月
に
開
院
し
ま
し
た
。

　
復
興
公
営
住
宅
の
整
備
も
計
画

戸
数
４
７
０
０
戸
に
対
し
、
82
・

５
パ
ー
セ
ン
ト
（
平
成
28
年
11
月

末
時
点
）
の
３
８
８
０
戸
が
工
事

着
手
済
み
と
着
実
に
復
興
へ
と
進

ん
で
い
ま
す
。

　
私
が
所
属
し
て
い
る
建
築
課

で
は
、
震
災
か
ら
６
年
が
経
っ

た
今
で
も
、
年
間
２
５
０
件
ほ
ど

の
工
事
が
あ
り
、
職
員
50
人
で
公

共
施
設
の
設
計
及
び
工
事
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
の
業
務
は
、
中
学
校
体
育
館

の
設
計
や
離
島
に
建
設
す
る
休
憩

所
の
工
事
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年

被
災
地
は
、
今

３・11 大震災の記憶～東日本大震災から６年記憶をつなぐ～
写真展を開催します

　間もなく、東日本大震災から６年を迎えます。
　そこで、被災者、被災地への思いを忘れないた
め、「３・11 大震災の記憶 ～東日本大震災から
６年 記憶をつなぐ～」と題した写真展示を開催し
ます。
　現在、市では、岩手県宮古市、宮城県石巻市、
福島県南相馬市に計５人の職員を派遣し、復旧復
興支援を行なっています。
　今回は、石巻市職員と派遣の桐生市職員が撮影
した、被災直後の石巻市内の様子や復興へ向かっ
ている現在の石巻市の様子を展示します。
　是非、御覧ください。
期間＝３月10日（金）～17日（金）※土・日曜日
を除く
時間＝午前８時30分～午後５時15分
場所＝市役所玄関ロビー
問い合わせ＝安全安心課防災係（☎内線415）
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